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展覧会を終えて 
洋画部長 松林節男 

  第 72回日府展東京展は、5月 20日(火)～27日(火)

に東京都美術館 1階の第 1展示室で開催されました。文

化庁、東京都、群馬県、長野県、練馬区、東京新聞から

の後援を頂きました。 

 全体では、ジュニアを含め 335名による、357点の作

品が展示されました。うち、洋画部は正会員(準会員を

含む)及び一般の方を含み 36名が、38点の作品を出品しました。期間中の入場者数は 3,044名で

した。72回日府展の全作品はホームページでご覧になれます。日府展ホームページの URLは 

https://nipputen.sakura.ne.jp/ です。 

 5月 20日の夕刻都美術館内レストランミューズにて表彰式がありました。洋画部の受賞者は，

以下の通りです。受賞おめでとうございます。 

 初日（5月 20日）3時から、篠原一成氏（外部審査員・

全日本美術新聞社関東支社長）を講師にお招きし、洋画部

展示会場においてギャラリートークを実施しました。 

 作家自身が作品を解説、講師と審査員が講評しました。 
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第 72回日府展報告 

日府展ギャラリートークを開催 

 ７２回日府展は東京都美術館の会場を縮小しての開催となりました。 
全体としては、出品数の大きな減少により会場の雰囲気が少し寂しく感じ 
ましたが、洋画部においては事情により出品出来なかった方もおられまし 
たが、出品数の減少も無く開催に至りました。ギャラリートークは皆さんの忌憚のない建設的

な意見が出るなど、時間が足りないくらいに盛り上がり、次回の展覧会に向けての制作の目標

を思い浮かばれた方も多くいられたのではないかと思います。 
秋季洋画部展は「ギャラリーくぼた」にて行われ、大勢の方の参加を頂き開催されました。作

風も本展とは違った作者の思いが存分に発揮され、ベテランから新人まで個性豊かな作品が並

びました。オープニングパーティーでは美術誌関係の方も交え、出品者同士の親睦が図られ次

回の展覧会の進化した作品を期待されるパーティーでした。どちらの展覧会でも実施にあたり、

皆さんにご協力を頂き感謝申し上げます。今後もご協力よろしくお願いいたします。 

日府賞：宮澤賢一、日府努力賞：吉田侑記子、日府奨励賞：掛田典子、新人賞：久野哲成、 

東京新聞賞：江幡 肇、全日本美術新聞賞：長谷川順子、クサカベ賞：蔵満雅志、 

加藤文明社賞：小川桂子、アート企画賞：浦野義頼 

 

https://nipputen.sakura.ne.jp/
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 5月 25日（日）の 11時より東京都美術館講堂にて洋画部総会が開催されました。 

議題 1、新洋画部長よりのご挨拶の後、日府展の出品者の現状から新規出品者の勧誘につい

て、ご自身の御経験談も交えて力説していただき、ご協力を依頼されました。 

議題 2、2025年度内の洋画部活動計画（秋季洋画部展はギャラリーくぼた３Ｆ（9/8㈪～

9/14㈰）、スケッチ旅行については参加者人数や実施方法も併せて別途提案される予

定でしたが、今年度は残念ながら中止となりました  ※日帰りでできるような場

所がありましたら担当者にお知らせください。よろしくお願いします。 

◆ 夕刻、洋画部員及び日府展出品者皆様の親睦を深め、今後の制作活動への活力としていただく

ために「はなの舞上野店」で親睦会が開催されました。 

秋季洋画部展は、ギャラリーくぼた３階で

開催されました。会員や一般の方を含め 33名

の方々にご参加をいただきました。初日には

会場でオープニングパーティーも開催され、

会員同士のふれあいとお互いの出品作品につ

いての意見交換の様子も見られ、活気があ

り、洋画部の今後の活動に向けた心強い皆様

の姿を見ることができました。 

会期中のご観覧者数は 165名のご記入があ

りました。秋季洋画部展の全作品は、ホーム

ページでご覧いただけます。 

◆ 2026年度の洋画部部会、及び懇親会を 2026，1，18日(日)の昼頃を考えています。 

昨年とおなじ場所で「新宿西口パレットビル花の舞店」を考えております。正式にきまりました 

らご連絡致します。（メールをご登録いただいている方にはネールでお知らせいたします。） 

◆ 作品研究会は、11月開催希望の声もいただきましたが、作品の取り掛かり具合いを考えて、

従来通り。2026年 2月 7日(土)もしくは 8(日)での開催を検討致しております。場所は昨年同

様「新宿ビッグスビルルノワール貸会議室」の予定です。 

【ご連絡とお願い】 

◆ 洋画部総務では皆様との連絡をスムーズに行うために、E メールでの連絡を進めて参ります。

（※洋画部のお知らせ以外には使用致しません。）ご登録がお済みでない方につきましては可能

でありましたらぜひご協力をお願い致します。（大野 Eメール：thbmh242@yahoo.co,jp） 

*日本画府新事務所 〒176-0012 東京都練馬区豊玉北 5-23-15 竹内ビル 401号室 

TEL: 03-5838-5881 

洋画部会・洋画部懇親会が開催されました 2025年 5月 25日 

秋季洋画部展がギャラリーくぼたで開催されました 2025 年 9月 8 日～14 日  

洋画部今後の活動予定 
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